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12
人･まち･自然　　　輝いて 

　文化の香り高いまちづくりを 
（内海町文化協会30周年記念事業芸能発表会） 

　昭和49年9月に発足した「内海町文化協会」は、今年で設立30周年を迎え

ました。現在、57の加盟団体、約1,000人の皆さんが、それぞれの地域で様々

な活動を展開しています。 

　文化活動を通じて育まれる心の豊かさやふるさとへの愛郷心は、文化の香り

高いまちづくりを目指すわが町にとって、たいへん大きな力となっています。 
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１
　
月

●
内
海
町
消
防
出
初
式

●
内
海
町
成
人
式
、
新
成
人
153

名
誕
生

●
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
開

始

２
　
月

●
小
豆
郡
３
町
合
併
協
議
会
発

足
●
小
豆
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

が
「
か
が
わ
農
産
物
流
通
消

費
推
進
協
議
会
長
賞
」
受
賞

●
第
25
回
読
書
感
想
文
で
谷
元

沙
耶
さ
ん
（
小
学
低
）
、
綾

田
美
貴
子
さ
ん
（
小
学
高
）、

大
橋
健
司
君
（
中
・
高
）
が

最
優
秀
賞
受
賞

　
平
成

年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
７
月
に
は
、
３
町
合

併
協
議
会
か
ら
の
離
脱
、
池
田
町
と
の
２
町
合
併
協
議
会
の
設
置
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
平
成

年
３
月

日
の
新
町
「
小
豆
島
町
」
の
誕
生
に
向
け
、

ま
す
ま
す
大
切
な
時
期
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
年
は
度
重
な
る
台
風
の
上
陸
で
、
高
潮
に
よ
る
家
屋
の
浸
水
な

ど
、
町
内
各
地
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
１
年
を
広
報
写
真
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

16

18

21

●
教
育
分
野
で
貢
献
の
あ
っ
た

５
団
体
17
名
に
教
育
委
員
会

表
彰

●
桑
原
征
平
氏
生
涯
学
習
講
演
会

３
　
月

●
苗
羽
小
と
若
宮
小
（
東
京
都
）

姉
妹
校
提
携
10
周
年

●
竹
中
平
蔵
大
臣
に
よ
る
「
地

域
再
生
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
イ
ン
小
豆
島
」

●
町
内
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達

成
（
17
日
）

４
　
月

●
役
場
組
織
の
一
部
を
変
更

●
内
海
町
消
防
大
会

５
　
月

●
武
部
一
成
さ
ん（
苗
羽
）が
、食

品
産
業
功
労
で
知
事
表
彰
受
賞

●
’
04
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会
、
約
４
千
人

が
初
夏
の
島
路
を
快
走

●
人
権
啓
発
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

出
発
式６

　
月

●
東
京
小
豆
島
会
創
立
百
周
年

記
念
で
安
田
踊
り
と
太
鼓
台

を
明
治
神
宮
で
披
露

●
地
域
再
生
計
画
に
「
小
豆
島

内
海
町
オ
リ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド

推
進
計
画
」
が
認
定

●
第
32
回
壺
井
栄
賞
授
賞
式
で

植
松
弘
樹
君
（
安
田
小
３
年
）

が
栄
賞
、
大
山
ま
ど
か
さ
ん

（
内
海
中
１
年
）・
谷
本
圭
さ

ん
（
内
海
中
２
年
）
が
優
秀

賞
受
賞

●
空
条
ク
ラ
ブ
（
苗
羽
）
が
、
土

砂
災
害
防
止
功
労
者
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

町内死亡事故1,000日達成 町内死亡事故1,000日達成 

盛大に開催された小豆島オリーブマラソン全国大会 盛大に開催された小豆島オリーブマラソン全国大会 オリーブによるまちづくりをめざして オリーブによるまちづくりをめざして 



3 ■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

７
　
月

●
「
内
海
町
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
施
行

●
49
年
災
害
か
ら
30
年
、
「
内

海
町
防
災
の
日
」
に
慰
霊
式

典
と
総
合
防
災
訓
練
実
施

●
「
二
十
四
の
瞳
」
映
画
製
作

50
周
年
記
念
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン

●
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

●
小
豆
郡
３
町
合
併
協
議
会
か

ら
の
離
脱
と
内
海
町
・
池
田

町
合
併
協
議
会
の
設
置
を
臨

時
議
会
で
議
決

●
松
下
重
善
さ
ん
（
古
江
）
が
、

海
洋
の
環
境
保
全
に
貢
献
さ

れ
、
坂
手
海
上
保
安
署
長
表

彰
を
受
賞

●
三
好
慶
昭
さ
ん
（
草
壁
本
町
）

が
、
法
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

８
　
月

●
内
海
町
・
池
田
町
合
併
協
議

会
発
足

●
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ン

小
豆
島

●
内
中
生
が
柔
道
・
相
撲
で
全

国
中
学
校
総
体
に
出
場

●
「
第
24
回
小
豆
島
ま
つ
り
」

盛
大
に
開
催

●
都
市
漁
村
交
流
事
業
「
夏
の

思
い
出
づ
く
り
地
引
き
網
体

験
」

●
県
市
町
ト
ッ
プ
政
談
会

●
特
別
講
師
に
女
優
の
石
井
め

ぐ
み
さ
ん
を
迎
え
て
「
第
４

回
懐
か
し
の
栄
学
校
」

●
台
風
16
号
上
陸
、
町
内
各
地

で
高
潮
被
害
発
生
、
本
町
に

災
害
救
助
法
が
適
用

９
　
月

●
台
風
18
号
上
陸
、
町
内
各
地

で
16
号
に
続
き
高
潮
被
害
発

生
●
香
川
県
消
防
操
法
大
会
で
草

壁
分
団
優
勝

●
「
二
十
四
の
瞳
」
映
画
製
作

50
周
年
記
念
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
第
１
回
観
光
地

映
画
祭10

月

●
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
小
豆
島

を
初
め
て
ご
訪
問
、
大
勢
の

島
民
が
各
地
で
歓
迎

●
合
併
期
日
は
平
成
18
年
３
月

21
日
、
新
町
名
は
小
豆
島
町

に
！
（
第
３
回
合
併
協
議
会

で
確
認
）

●
第
23
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
う
ち
の
み

●
秋
祭
り
（
福
田
・
内
海
八
幡

神
社
）

●
山
下
賀
三
さ
ん
（
田
浦
）
が
、

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

●
台
風
23
号
上
陸
、
豪
雨
な
ど

に
よ
る
浸
水
被
害
発
生

●
県
花
制
定
50
周
年
記
念
オ
リ

ー
ブ
収
穫
祭

11

月

●
秋
の
叙
勲
で
佃
豊
年
さ
ん

（
福
田
）
が
瑞
宝
双
光
章

（
教
育
功
労
）
受
賞

●
町
政
に
対
す
る
功
労
者
14
名

１
団
体
に
町
長
表
彰
、
３
名

１
社
に
感
謝
状
贈
呈

●
長
木
義
弘
さ
ん
（
苗
羽
）
が
、

県
農
業
会
議
創
立
50
周
年
記

念
で
知
事
感
謝
状
受
賞

●
内
海
町
文
化
協
会
30
周
年
記

念
事
業12

月

●
第
45
回
小
豆
島
駅
伝
競
走
大

会

総合防災訓練での消防団員による救助訓練 総合防災訓練での消防団員による救助訓練 

8月に発足した内海町・池田町合併協議会 8月に発足した内海町・池田町合併協議会 

「二十四の瞳」映画製作50周年記念フィルムコミッション 「二十四の瞳」映画製作50周年記念フィルムコミッション 

小豆島にはじめてご訪問された天皇皇后両陛下 小豆島にはじめてご訪問された天皇皇后両陛下 

県花制定50周年記念オリーブ収穫祭 県花制定50周年記念オリーブ収穫祭 



田

原

貞

夫
（
福
　
田
・
64
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
福
田
地
区
自

治
連
合
会
会
長
、
内
海
町
自
治
連

合
会
会
長
と
し
て
、
地
方
自
治
の

振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

佐

伯

初

榮
（
苗
　
羽
・
84
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
苗
羽
空
条
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
、
苗
羽
千
歳
会
会

計
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

森

　

文

夫
（
草
壁
本
町
・
78
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
香
川
県
身
体

障
害
者
協
会
内
海
分
会
会
長
と
し

て
、
身
体
障
害
者
福
祉
の
推
進
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

八

木

喜
美
代
（
西
　
村
・
73
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
内
海
町
民
生

児
童
委
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の

推
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

原

田

正

毅
（
西
　
村
・
69
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
内
海
町
農
業

委
員
会
委
員
と
し
て
、
農
業
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

山

下

昭

二
（
苗
　
羽
・
77
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
馬
木
踊
り
の

指
導
者
と
し
て
、
地
域
文
化
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

4■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

寺

岡

冨
美
子
（
苗
　
羽
・
67
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
馬
木
踊
り
の

指
導
者
と
し
て
、
地
域
文
化
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

坂

下

淳

子
（
苗
　
羽
・
66
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
馬
木
踊
り
の

指
導
者
と
し
て
、
地
域
文
化
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

安
田
青
年
団
（
安
　
田
）

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
安
田
踊
り
の
伝
承
に
力

を
注
ぐ
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
と
文

化
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

空

林

永

藏
（
安
　
田
・
76
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
安
田
財
産
区

議
会
議
員
、
議
長
と
し
て
、
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

山

本

孝

雄
（
苗
　
羽
・
70
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
苗
羽
財
産
区
議

会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

竹

上

雅

也
（
坂
　
手
・
69
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
坂
手
財
産
区

議
会
議
員
、
議
長
と
し
て
、
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

照

下

　

博
（
苗
　
羽
・
68
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
苗
羽
財
産
区

議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自
治
の

振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

石

田

光

義
（
西
　
村
・
75
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
西
村
中
条
地

区
自
治
会
会
長
、
西
村
自
治
連
合

会
会
長
と
し
て
、
地
方
自
治
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

由

村

忠

文
（
当
　
浜
・
73
歳
）

多
年
に
わ
た
り
、
当
浜
自
治
会

総
代
、
安
田
財
産
区
議
会
議
員
と

し
て
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
功
労

優
秀
技
芸
功
労

農
林
水
産
業
功
労

教
育
文
化
功
労

杢

谷

　

清
（
広
島
県
尾
道
市
）

星
城
小
学
校
の
施
設
整
備
に
多

額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

西

中

　

清
（
大
阪
府
吹
田
市
）

星
城
小
学
校
の
施
設
整
備
に
多

額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

藤

田

直

生
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

内
海
病
院
の
施
設
整
備
に
多
額

の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ラ
ヴ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

ネ
オ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト

小
豆
島
（
古
　
江
）

観
光
振
興
の
た
め
、
多
額
の
浄

財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
3
日
、
平
成
16
年
度
町
長
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
町
政
に
功
労
の
あ
っ
た
14
名
・
１

団
体
を
表
彰
、
施
設
の
整
備
な
ど
に
多
額
の

浄
財
を
寄
付
さ
れ
た
3
名
・
１
社
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）



山 下 賀 三
（田浦・71歳）

農
林
水
産
大
臣 

　
感
謝
状
受
賞 

長 木 義 弘
（苗羽・78歳）

香
川
県
知
事 

　
感
謝
状
受
賞 

■■内内海海町町はは『『平平和和のの町町』』をを宣宣言言ししてていいまますす！！

統
計
協
会
主
催
）
が
、
11
月
12

日
、
香
川
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し

た
。町

内
で
は
、
小
学
５
・
６
年

の
部
で
宝
来
樹
君

（
星
城
小
５
年
）
が
特

選
、
３
・
４
年
生
の

部
で
三
木
彩
可
さ
ん

（
星
城
小
３
年
）
が
入

選
、
㈱
島
醸
が
県
統

計
協
会
感
謝
状
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

長
木
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
か

ら
平
成
16
年
８
月
ま
で
の
32
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
、
内
海
町

農
業
委
員
と
し
て
、
地
域
農
業

の
振
興
・
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

木
下
由
香
子
さ
ん

木
下
由
香
子
さ
ん（
内
海
中
１
年
）

（
内
海
中
１
年
）が
金
賞
を
受
賞

が
金
賞
を
受
賞 

木
下
由
香
子
さ
ん（
内
海
中
１
年
）が
金
賞
を
受
賞 

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

5

佃
さ
ん
は
昭
和
25
年
３
月
に

教
職
に
就
か
れ
、
平
成
３
年
３

月
内
海
町
立
星
城
小
学
校
校
長

を
最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の

41
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、

佃 　 豊 年
（福田・73歳）

山
下
さ
ん
は
、
平
成
６
年
に

漁
業
経
営
調
査
を
引
き
受
け
ら

れ
て
以
来
、
10
年
の
長
き
に
わ

た
り
調
査
に
ご
協
力
を
さ
れ
ま

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
推

進
、
充
実
に
多
大
な
ご
尽
力
を

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
海
町
教
育
委
員
と

し
て
平
成
３
年
10
月
か
ら
15
年

９
月
ま
で
の
12
年
間
、
そ
の
内
、

委
員
長
を
７
年
間
勤
め
ら
れ
、

本
町
の
教
育
行
政
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲 お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

11
月
3
日
、
「
秋
の
叙
勲
」

の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
内
海

町
で
は
佃
豊
年
さ
ん
（
福
田
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
各
分
野
で
ご
活

躍
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

し
た
。

ま
た
、
内
海
町
漁
業
協
同
組

合
理
事
と
し
て
も
、
正
確
か
つ

詳
細
な
記
帳
を
さ
れ
て
お
り
、

農
林
水
産
情
報
に
関
す
る
調
査

に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
ま
し

た
。

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
創
造

性
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
11

月
27
日
、
第
21
回
二
十
四
の

瞳
・
岬
の
分
教
場
絵
画
展
の
授

賞
式
が
、
岬
の
分
教
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
県
内
の
小
・
中
学
校

か
ら
981
点
の
応
募
が
あ
り
、
町

内
で
は
中
学
校
の
部
で
、
木
下

由
香
子
さ
ん
（
内
海
中
１
年
）

が
『
リ
ー
ス
と
ひ
ま
わ
り
』
の

作
品
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
種
統
計
調
査
に
貢
献
し
た

調
査
員
や
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
の
入
賞
者
な
ど
を
た
た
え

る
表
彰
式
（
香
川
県
・
香
川
県

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。

宝来樹君の作品 宝来樹君の作品 

受賞作品の前で 
（左側が木下さんの作品『リースとひまわり』） 

受賞作品の前で 
（左側が木下さんの作品『リースとひまわり』） 



6■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

　
今
年
の
人
権
週
間
の
啓
発

活
動
重
点
目
標
は
、｢

育
て

よ
う
　
一
人
一
人
の
人
権
意

識｣

で
す
。 

　
こ
の
目
標
に
は
、
国
民
す

べ
て
の
人
が
、
命
の
尊
さ
・

大
切
さ
や
自
己
が
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を

真
に
実
感
し
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
合
え
る
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

①
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う 

②
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

③
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
よ
う 

④
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う 

⑤
部
落
問
題
を
な
く
そ
う 

⑥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

理
解
を
深
め
よ
う 

⑦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し

よ
う 

⑧
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
元
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
等
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う 

⑨
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
人
権
侵
害
を
止
め

よ
う 

⑩
性
同
一
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
を
な
く
そ
う 

　
こ
の
他
、
犯
罪
被
害
者

と
そ
の
家
族
の
人
権
へ
の

配
慮
、
ま
た
、
刑
を
終
え

て
出
所
し
た
人
や
ホ
ー
ム

レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う
と
す
る
活
動
が
あ

り
ま
す 

　
人
権
週
間
と
は
、
昭
和

23
年
12
月
10
日
の
国
際
連

合
第
３
回
総
会
に
お
い
て

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
の
を
記
念
し
、
昭
和

25
年
第

回
総
会
に
お
い

て
、こ
の
日
を｢

人
権
デ
ー｣

と
定
め
て
、
国
連
が
す
べ

て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記

念
す
る
行
事
を
実
施
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
行
な
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
翌
年
の
昭
和
24
年
か

ら
、
毎
年
12
月
10
日
の
人

権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る

一
週
間
を｢

人
権
週
間｣

と

定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
全
国
的
に
展
開
し

て
い
る
も
の
で
す
。 

 

烟 

「
人
権
週
間
に
つ
い
て
」 

　
　　　　　　　　　　 

5

人
権
標
語

◆
助
け
合
う仲

間
が
い
る
か
ら

今
が
あ
る

１
年
　
児
玉
　
京
大

◆
新
友
が
　
親
友
と
な
り

信
友
と
な
っ
て

心
友
と
な
る

１
年
　
饌
本
　
純
樹

◆
永
久
に
響
け
　

君
と
僕
の笑

い
声

１
年
　
森
岡
　
真
悟

作
品
展
で
は
、
こ
こ
に
掲
載

し
て
い
る
作
品
以
外
に
も
、
多

数
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
豆
島
高
校
人
権
研
究

委
員
に
よ
る
「
渋
染
一

揆
の
研
究
」
展
示
の
お

知
ら
せ

12
月
４
日
か
ら
10
日
（
人
権

週
間
中
）
ま
で
、
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１年　吉岡　志穂 １年　山本　詩那 ３年　橋本　美奈 ３年　炭野亜由美

３年　堀部　彩実 ３年　中島明日香 １年　木下由香子 ３年　大橋　健司

　
内
海
中
学
校
で
は
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
生
徒

の
創
作
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
・
標
語
を
通
し
て
人
権
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
12
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
、
役
場

玄
関
ロ
ビ
ー
で
内
海
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
人
権
啓
発
作
品
を

展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
月
号
で
は
、
そ

の
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

内
海
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る 

　
　
　
人
権
啓
発
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ 



7 ■■ 新新年年のの図図書書館館のの開開館館日日はは11月月44日日（（火火））かかららととななりりまますす。。

図図図図
書書書書
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
絵
本
お
も
し
ろ
ふ
し
ぎ
食
べ

も
の
加
工
⑤
ぶ
く
ぶ
く
発
酵

す
る
ふ
し
ぎ

＊
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
て
ん
ご
く

と
じ
ご
く

＊
よ
り
ぬ
き
マ
ザ
ー
グ
ー
ス

＊
お
か
あ
さ
ん
だ
い
す
き

＊
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
105
人

＊
び
ん
ぼ
う
が
み
と
ふ
く
の
か
み

＊
き
つ
ね
の
お
き
ゃ
く
さ
ま

＊
サ
ン
タ
の
な
つ
や
す
み

＊
ぼ
う
し
の
お
う
ち

＊
し
ん
せ
つ
な
と
も
だ
ちほ

か
60
冊

○
一
　
般
　
書

＊
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
262

わ
く
わ
く
子
ど
も
か
が
く
実

験
室大

阪
教
育
大
学
科
学
教
室

＊
お
し
ゃ
れ
な
キ
ッ
チ
ン
グ
ッ

ズ
大
図
鑑

学
習
研
究
社

＊
村
上
祥
子
流
乾
物
の
お
か
ず

村
上
　
祥
子

＊
も
う
ひ
と
つ
の
冬
の
ソ
ナ
タ

キ
ム
　
ウ
ニ

＊
駅
ま
で
の
道
を
お
し
え
て

伊
集
院
　
静

＊
日
銀
券
（
上
巻
・
下
巻
）

幸
田
　
真
音

＊
い
と
し
の
ヒ
ナ
ゴ
ン

重
松
　
　
清

＊
天
使
の
梯
子

村
山
　
由
佳

＊
エ
レ
キ
源
内
殺
し
か
ら
く
り

米
村
　
圭
吾

＊
真
夜
中
の
独
り
ご
と

瀬
戸
内
寂
聴

＊
涙
が
出
る
ほ
ど
い
い
話

(

第
ニ
集
・
第
五
集)

「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部
編

＊
千
一
夜
物
語
全
13
巻

豊
島
与
志
雄
他
訳

＊
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ビ
ラ

ほ
か
20
冊

☆
古
文
書
初
級
コ
ー
ス

12
月
11
日
貍
10
時
〜
12
時

☆
読
書
の
会

12
月
11
日
貍
13
時
半
〜
16
時

☆
古
文
書
を
読
む
会

12
月
14
日
貂
14
時
〜
16
時

☆
紙
芝
居
作
成

12
月
15
日
貉
10
時
〜
16
時

☆
枕
草
子
を
読
む
会

12
月
19
日
豸
14
時
〜
16
時

☆
手
作
り
工
作
と
お
楽
し
み
読

み
聞
か
せ
・
映
画
会

12
月
21
日
貂
14
時
半
〜
17
時

☆
年
忘
れ
お
楽
し
み
ブ
ッ
ク
フ

ェ
ア
ー

12
月
26
日
豸
ま
で

★４月入学  
　放送大学はテレビとラジオで
授業を行う正規の大学です。 
　また、学習センターでも視聴
テープの貸し出しができます。 
　マイペースで自宅学習ができ、
１科目からでも学ぶことができます。 
★募集期間 
平成16年12月15日貉～平成17年２月28日豺 
★資料請求（無料）・問い合わせ先 
放送大学香川学習センター 
〒760－0016　高松市幸町1－1（蕁087－837－9877） 
ホームページ http: //www.u-air. ac. jp/hp

（第１学期４月入学） 

 

　親子で力を合わせて、クリスマス 

ケーキ作りに挑戦してみませんか。 

日　時　12月18日貍９時～ 

場　所　働く婦人の家 

内　容　クリスマスケーキ作り 

対　象　親子（中・高生は子どもだけでも可） 

参加費　500円（材料代含む） 

申込先　働く婦人の家へ、12月15日貉までにお申し

込みください。 

行
事
予
定

香
川
県
教
育
委
員
会
で
は
、

家
庭
な
ど
で
読
ま
な
く
な
っ
た

子
ど
も
に
役
立
つ
本
を
回
収

し
、
学
校
や
市
町
立
図
書
館
な

ど
に
提
供
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
学
校
や
市
町
立
図
書
館
な

ど
の
蔵
書
の
充
実
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

県
内
を
５
地
域
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
回
収
セ
ン
タ
ー
を

設
け
、
そ
こ
に
家
庭
な
ど
か
ら

回
収
し
た
本
を
集
荷
し
て
、
訪

れ
た
学
校
な
ど
が
必
要
な
本
を

持
ち
帰
り
ま
す
。

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
、
12
月
12
日
・
19
日
・
26
日

（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
に
ご
家

庭
ま
で
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
小
豆
島
回
収
セ
ン
タ
ー

（
蕁
８
２
―
０
６
７
０
）
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
で
の
受
付
は
12

月
25
日
貍
ま
で
の
毎
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り

ま
す
（
た
だ
し
、
金
・
土
曜
は

総
合
窓
口
に
転
送
）。

な
お
、
回
収
セ
ン
タ
ー
に
直

接
お
持
ち
に
な
る
場
合
は
、
28

日
貂
ま
で
受
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
蕁
０
８
７
―
８
３
２
―
３
７
７
１
）

子
ど
も（
18
歳
以
下
）の
読
書
に
役
立
つ
本
の
提
供
に
ご
協
力
を
！ 



8

足の健康 

こちら　　　です 

 
 

ハイハイ ！ ハイハイ ！ 年
齢
を
重
ね
て
く
る
と
、
長

い
間
身
体
を
支
え
て
き
た
足

は
、
知
ら
な
い
間
に
少
し
ず
つ

痛
み
が
進
ん
で
き
ま
す
。
足
の

指
や
つ
め
に
異
常
が
起
こ
る

と
、
ふ
ん
ば
っ
た
り
、
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と

に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
皆
さ

ん
の
足
は
い
か
が
で
す
か
？
今

回
は
足
や
つ
め
の
健
康
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

足
の
皮
膚
と

つ
め
の
問
題

◆
水
虫
（
白
癬
は
く
せ
ん

症
）

白
癬
菌
（
カ
ビ
の
一
種
）

に
感
染
す
る

こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま

す
。
白
癬
菌

は
湿
り
気
を

好
ん
で
繁
殖
し
、
足
の
裏
の

皮
膚
や
指
の
間
が
白
く
た
だ

れ
た
り
、
水
ほ
う
や
か
ゆ
み

を
生
じ
ま
す
。

◆
低
温
や
け
ど

今
か
ら
の
季
節
は
ご
用
心
！

50
度
く
ら
い
の
温
度
で

も
、
５
分
以
上
熱
源
に
接
触

し
て
い
る
と
皮
膚
は
や
け
ど

を
起
こ
し
ま
す
。
特
に
高
齢

者
に
多
く
、
気
づ
か
な
い
間

に
あ
ん
か
や
電
気
毛
布
で
低

温
や
け
ど
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
つ
め
と
皮
膚
の
間
の
肥
厚

入
浴
を
あ
ま
り
し
な
か
っ

た
り
、
つ
め
切
り
の
回
数
が

少
な
い
と
、
つ
め
と
皮
膚
の

間
に
角
質
と
い
う
皮
膚
の
老

廃
物
が
た
ま
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
ま
っ
た
老
廃

物
に
白
癬
菌
な
ど
が
繁
殖

し
、
つ
ま
っ
て
厚
く
な
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。

◆
糖
尿
病
性
の
「
壊
疽
え

そ

」

糖
尿
病
に
な
る
と
末
梢
神

経
障
害
が
起
こ
っ
て
足
の
感

覚
が
鈍
っ
た
り
、
血
流
障
害

が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
足
を
傷
つ
け
て
も
痛
さ

が
感
じ
ら
れ
ず
、
出
血
を
見

て
傷
つ
い
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
す
。

ま
た
、
傷
が
治
り
に
く
く

放
置
し
て
い
る
と
、
組
織
の

一
部
が
死
ん
だ
状
態
に
な
る

「
壊
疽
」
を
起
こ
し
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

足
や
つ
め
の

健
康
を
保
つ
に
は

①
足
と
つ
め
を
観
察
し
よ
う

明
る
い
場
所
で
、
指
の
間

や
足
の
裏
、
か
か
と
、
靴
と

■■ ススママイイルルククララブブ　　66月月2233日日（（水水））1100：：0000～～1111：：3300 介介護護老老人人保保健健施施設設ううちちのの

対　象　者 

母と子のすくすくルーム 
12月15日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年10月生まれ 

～ 13：4513：30 受付 

対　象　者 

9・10か月児健診 
12月22日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年２・３月生まれ 

～ 14：0013：30 受付 

対　象　者 

3・4か月児健診 
12月22日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年８・９月生まれ 

～ 14：3014：00 受付 

～ 

 

 

 

 

13：00 

 

 

10：40 

 

 

小 豆 島 高 校 12月9日貅 

 

献　血 

～ 

 

 

 

 

12：00頃 

 

 

10：00 

 

 

働く婦人の家（苗羽公民館）12月14日貂 

 

スマイルクラブ～クリスマス会～ 

 

体脂肪測定･健康づくり体操（ほくほく体操）教室 
12月10日貊・24日貊  介護老人保健施設うちのみ 

 
～ 11：309：00

内　　容：みんなでクリスマス 
　　　　 （会食、バスボム・バスソルト作り） 
会　　費：愛育会員外の方　500円 
申込締切：12月10日貊 
申 込 先：健康増進課内愛育会事務局 
　　　　 （TEL 82－7038・FAX 82－7030） 
※アロマグッズに興味のある方や 
　お母さん、おばあちゃんだけの 
　参加もお待ちしています。 

接
触
す
る
と
こ
ろ
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
異
常

が
見
つ
か
っ
た
ら
早
め
に
治

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
足
を
洗
い
、
つ
め
を
切
る

＊
泡
立
て
た
石
け
ん
を
つ
け

た
綿
棒
や
歯
ブ
ラ
シ
等

で
、
つ
め
と
皮
膚
の
間
や

周
り
を
軽
く
こ
す
り
、
角

質
を
取
り
除
く
。

＊
洗
っ
た
後
は
水
分
を
き
れ

い
に
拭
き
取
り
、
指
と
指

の
間
を
よ
く
乾
か
す
。

＊
つ
め
切
り
は
、
つ
め
が
柔

ら
か
く
な
っ
て
い
る
入
浴

直
後
に
行
う
。
ま
た
、
手

入
れ
を
す
る
方
が
感
染
し

な
い
た
め
に
、
健
康
な
指

や
つ
め
を
先
に
手
入
れ

し
、
手
入
れ
を
し
た
後
は

石
け
ん
と
流
水
で
よ
く
手

を
洗
う
よ
う
に
す
る
。

「
風
し
ん
」
の

予
防
接
種

毎
日
「
足
の
顔
」
を
見
る
こ

と
が
足
の
健
康
状
態
を
知
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
々
、

足
の
手
入
れ
を
し
て
、
い
つ
ま

で
も
軽
や
か
な
足
元
で
健
康
な

生
活
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
か
ら



オリーブを栽培するために、荒廃地などを整備す
る費用の一部を助成します。 
（例）整備面積1,000㎡　整備費300,000円前後 
　　　個人負担300,000円× ≒75,000円 
※なお、整備費については、現地の状況に応じて
変更する場合があります。 

オリーブの苗木代が　　の価格になります。 
通常販売価格 
（1年生500円･2年生1,000円･3年生2,000円） 
（例）１年生苗木500円×　　＝125円 

荒廃地整備の助成 

オリーブの苗木代の助成 
 

整備前整備前 整備後整備後 整備前 整備後 

1 4/

1 4/

1 4/

9 ■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

栽
培
者
の
募
集
、
栽
培
地
の

情
報
提
供
の
お
願
い
�

次
の
よ
う
な
方
は
産
業
観
光

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
自
分
の
土
地
に
オ
リ
ー
ブ
を

栽
培
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方

▼
栽
培
を
し
た
い
が
場
所
の
な

い
方

▼
オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
す
る
た
め

の
土
地
を
貸
し
て
い
た
だ
け

る
方

▼
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
を
す
る
の

に
良
い
と
思
わ
れ
る
土
地
に

心
当
た
り
の
あ
る
方

問
い
合
わ
せ
先

産
業
観
光
課
オ
リ
ー
ブ
振
興
係

（
蕁
８
２
―
７
０
０
７
）

　
内
海
町
で
は
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
オ
リ
ー
ブ
を
利
用
し

て
町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
を
推
進
し
て
い
ま

す
。 

　
オ
リ
ー
ブ
は
、
食
用
、
化
粧
用
、
観
賞
用
と
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
葉
を
使
っ
た
お
茶
に
は
、
オ
レ

イ
ン
酸
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
抗
酸
化
物
質
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
動
脈
硬
化
の
予
防
や
血
糖
値
低
下
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る
な
ど
、
健
康
面
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
町
内
で
オ
リ
ー
ブ
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
方
を
対
象
に
、

各
種
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
オ

リ
ー
ブ
を
育
て
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

 

　国内で飼育され、平成16年12月１日以降に食肉処理
された牛の精肉には、10けたの個体識別番号またはそ
れに代わるロット番号が表示されています。 

◆スーパーなどの食肉小売店での表示 
　　牛肉のパックやプライスカード、店頭の掲示板な
どに番号が表示されます。 
◆焼肉､しゃぶしゃぶ､すき焼き､ステーキ専門店での表示 
　　これらの料理に、個体識別番号またはロット番号

のついた牛肉を主な
材料として使用した
場合、掲示板やメニ
ューなどで番号が表
示されます。 

　独立行政法人家畜改良センターの
ホームページにアクセスし、個体識
別番号を入力することにより、牛の
種別（品種）や、いつ・どこで生ま
れ、飼育されていたかなどの情報を
みることができます。 

　※パソコンでのアドレス 
 http://www.nlbc.go.jp/ 

　※携帯電話でのアドレス 
 http://www.id.nlbc.go.jp/mobile/ 

問い合わせ先 
中国四国農政局香川農政事務所 

（蕁087－831－8155） ＜商品ラベルの番号表示例＞ 

≪牛肉に表示された番号から、牛の生産履歴がわかります≫ 

藺藺藺藺 
藺藺藺藺藺 



関
す
る
相
談
を
毎
日
受
付
、
ま

た
、
保
育
所
の
園
庭
開
放
・
親

子
で
ふ
れ
合
う
「
ち
び
っ
こ
ラ

ン
ド
」
を
毎
週
金
曜
日
の
午
前

中
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
料
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

草
壁
保
育
園
　

（
蕁
８
２
―

４
２
２
８
）

10

平
成
17
年
４
月
か
ら
の
保
育

所
入
所
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

入
所
定
員

内
海
保
育
所
　
　
　
　
　
40
人

〃
　
　
橘
分
園
　
　
15
人

〃
　
　
福
田
分
園
　
５
人

草
壁
保
育
園
　
　
　
　
　
120
人

入
所
要
件

共
働
き
な
ど
で
、
家
庭
内
で
の

保
育
が
困
難
な
児
童
（
年
齢
は

５
歳
ま
で
）

受
付
期
間

平
成
17
年
１
月
11
日
貂
〜
31
日
豺

※
土
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く

８
時
30
分
〜
17
時

受
付
場
所

内
海
保
育
所
・
草
壁
保
育
園

へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は

教
育
委
員
会
事
務
局（
蕁
８
２
―

７
０
１
４
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
内
海
保
育
所
橘
分
園

（
蕁
８
２
―

７
９
８
５
）・
福
田

分
園
（
蕁
８
４
―

２
１
２
２
）

へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
直
接
各
分
園
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
仕
事
の
都
合
等
で
町

外
の
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

入
所
手
続
き

所
定
の
申
込
書
に
、
次
の
関

係
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
父
母
が
共
に
就
労
し
、
給
与

所
得
者
の
方
は
、
就
業
証
明

書
、
平
成
16
年
分
の
源
泉
徴

収
票
（
確
定
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、
後
日
申
告
書
の
写

し
）
、
所
得
税
の
か
か
ら
な

い
方
は
平
成
16
年
度
住
民
税

課
税
証
明
書

②
家
庭
内
就
労
、
病
気
等
の
理

由
で
幼
児
の
保
育
が
困
難
な

方
は
、
関
係
機
関
の
証
明
書

※
現
在
入
所
中
の
幼
児
を
持
つ

方
で
、
４
月
以
降
も
引
き
続

き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

も
、
同
様
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
８
２
―

７
０
１
４
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て

内
海
町
で
は
、
草
壁
保
育
園

に
委
託
し
て
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
で
は
、
子
育
て
に

　住民福祉課国保係では、温泉入浴・運動・リラッ
クスという３つの要素を総合的に組み合わせた健康
づくりを目指そうと「温浴健康教室」を下記の日程
により開催しています。皆さんのご参加をお待ちし
ています。 

時　間：13時30分～ 
場　所：サン・オリーブ 
※送迎については、電話でお申し込みください。 
※12月23日・30日、1月20日は休みとします。また、
２月3日以降の日程は未定（毎週木曜の予定）で
すが、決まり次第お知らせします。 
※どの日でもサン・オリーブにお越しいただければ
参加できます。 
問い合わせ先：住民福祉課国保係（蕁82－7006） 

12月９日 

12月16日 

１月６日 

１月13日 

１月27日 

２月３日 

 

月 日（毎木） 送 迎 地 区  

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

 

期間　12月10日～１月10日 

GGGGGGGGGGGGGGG

GGGGGGGGGGGGGGG

＜＜推進重点事項＞＞ 
◆高齢者の交通事故防止 
　高齢者を見かけたら、思いやり運転に努めると

ともに、70歳以上のドライバーは、「高齢運転者

標識」の積極的な表示に努めましょう。 

◆夜間の交通事故防止 
　夕暮れ時は、早めにライトを点灯し（12月は16

時30分、１月は17時）、歩行者は反射材などを利

用して、運転者から発見されやすいように配慮し

ましょう。 

◆飲酒運転等悪質・危険な運転の追放 
　飲酒を伴う会合などには車を運転していかない

ことを厳守し、「大丈夫」という安易な気持ちを

排除しましょう。交差点では「しっかり止まって

はっきり確認」を励行し、深夜や車の少ない時間

帯でも安全運転を心がけましょう。 
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四
国
行
政
評
価
支
局
で
は
、

行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
10
月

29
日
、
苗
羽
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
岬
の
分
教
場
で
、
行

政
相
談
出
前
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

同
支
局
の
高
橋
恵
子
係
長

が
、「
二
十
四
の
瞳
」
の
お
な

ご
先
生
に
扮
し
た
着
物
姿
で
教

壇
に
立
ち
、
水
道
や
道
路
な
ど

毎
日
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
事
例

を
も
と
に
、
行
政
の
役
割
分
担

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

10
月
30
日
、
坂
手
海
上
保
安

署
の
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が

坂
手
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
海

上
保
安
協
会
香
川
支
部
の
関
係

者
な
ど
が
出
席
し
て
、
節
目
の

年
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
福
山
保
安
署
長

が
「
こ
れ
か
ら
も
小
豆
島
の

人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
保
安
署
を

目
指
し
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

こ
れ
ま
で
に
保
安
署
に
協
力
を

さ
れ
た
町
内
の
石
油
会
社
な
ど

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

■ 『契約・遺言は公正証書で』10月1日～7日は公正週間です。

近
い
将
来
起
こ
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
南

海
・
東
南
海
地
震
に
備

え
た
地
域
防
災
講
演
会

が
、
11
月
14
日
、
農
協

苗
羽
支
店
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
に
は
、
阪
神
大

震
災
の
被
災
経
験
者
で

あ
る
神
戸
市
東
灘
区
福

池
小
学
校
区
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
長
の
中
田
勘
治
郎
さ

ん
を
迎
え
、
参
加
し
た
消
防
団

や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
、
町

内
の
防
災
関
係
者
約
300
人
は
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

中
田
さ
ん
は
「
い
ざ
と
い
う

時
の
心
構
え
が
生
死
を
分
け

る
」
と
題
し
て
講
演
を
さ
れ
ま

し
た
。
自
ら
の
阪
神
大
震
災
の

被
災
経
験
を
踏
ま
え
て
、
自
助

の
精
神
と
隣
近
所
の
助
け
合
い

に
よ
る
初
期
活
動
の
重
要
性
な

ど
を
強
調
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
防
災
体
制
づ
く
り
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
し
た
。

“おなご先生”による行政相談出前教室 “おなご先生”による行政相談出前教室 

高
齢
者
の
横
断
歩
道
で
の
事

故
が
多
く
、
そ
の
危
険
性
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
11
月
10
日
、

小
豆
警
察
署
が
西
村
の
国
道
に

今
年
３
月
に
設
置
さ

れ
た
横
断
歩
道
で
、

高
齢
者
交
通
安
全
教

室
を
実
施
し
ま
し

た
。参

加
し
た
西
村
地

区
老
人
会
約
30
名

は
、
実
際
に
横
断
歩

道
を
渡
る
秒
数
を
計

測
し
た
り
、
走
行
す

る
パ
ト
カ
ー
の
速
度
を
測
定
機

で
計
測
す
る
の
を
観
察
す
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様
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。
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式典で式辞を述べる福山坂手海上保安署長 式典で式辞を述べる福山坂手海上保安署長 

阪神大震災の経験を語る中田さん 阪神大震災の経験を語る中田さん 
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横断歩道を渡る 
西村老人会の皆さん 
横断歩道を渡る 
西村老人会の皆さん 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。



じんけんフェスタ2004
「育てよう一人ひとりの人権意識」
身近なことから人権を考えてみませんか？
日　時：12月25日貍 10：00～16：00
場　所：サンメッセ香川
内　容
①ステージイベント
水野晴郎さんの人権トーク・キャラクタ
ーショーなど
②ワークショップ
人権のしおり作成･万華鏡作りなど
③「みんなで考える人権のつどい」
人権に関する意見発表･人権劇･合唱･人
権に関する幼児、児童らの作品展示など

造林用苗木の斡旋

内海町森林組合では、造林用の苗木
（ひのき・杉・くぬぎなど）を斡旋してい
ます。苗木の必要な方は、造林しようと
する山林の字名、地番、地目、所有者氏
名、希望される樹種を確認のうえ、お申
し込みください。
申込期限：12月21日貂
申 込 先
建設農林水産課内森林組合事務局

（蕁82－7010）

家族介護の支援事業

要介護度4または5に該当（相当）す
る高齢者の方を介護している家族に対し
て、次のとおり支援事業を実施していま
す。
家族介護慰労事業
過去１年間に、介護保険のサービスを利
用していない場合に年額10万円を支給し
ます。
介護用品の支給事業
介護用品（紙おむつ、尿取りパット、使
い捨て手袋、清拭剤）の購入費用を補助
します。
※ただし、上記支援事業の対象世帯は、
町民税非課税世帯に限ります。
問い合わせ先
健康増進課（蕁82－7034）
※支援を受けるためには、申請が必要で
すので、詳しくは上記までお問い合わ
せください。

工業統計調査に
ご 協 力 を

製造事業所の皆様へ
経済産業省では、工業統計調査を平成
16年12月31日現在で実施します。
工業統計調査は、製造業を営む事業所
を対象として、その活動実態を明らかに
することを目的として調査します。
調査結果は、国や地方公共団体の行政
施策の重要な基礎資料として利用される
とともに、企業、大学などでの研究資料、
小･中・高等学校の教材など、広く利用さ
れているところです。
皆様からご提出していただく調査票に
ついては、統計法に基づき調査内容の秘
密は厳守されますので、正確なご記入を
お願いします。

経済産業省・香川県・内海町

「架空請求」にご注意を

最近、問題になっている身に覚えのな
い請求、いわゆる「架空請求」が依然と
して横行しています。心当たりのない請
求は無視することが一番です。もし連絡
した場合でもその後は無視しましょう。
連絡したり払ったりすると、さらにトラ
ブルに巻き込まれる危険性があります。

＜架空請求対処法＞
☆身に覚えのない請求は支払わない！

☆ハガキやメールは無視！

☆電話はきっぱり拒否！

☆連絡先があっても問い合わせない！

☆個人情報は絶対に教えない！

相談先
小豆警察署　　 （蕁82－0110）
小豆県民センター（蕁62－2269）

■■交交通通事事故故相相談談……毎毎週週水水曜曜日日　　内内海海町町福福祉祉会会館館　　1100：：0000～～1155：：0000

年末における軽自動車の車検・
名義変更等の手続きについて
年末における軽自動車の車検・名義変
更等については、例年窓口が混雑します。
軽自動車をお持ちの方で上記の手続きを
される場合は、年末、年度末を避け、早め
に済まされるようご協力をお願いします。
なお、17年1月から施行される「自動
車リサイク法」により、17年2月からリ
サイクル預託金を支払わなければ車検を
受けることができなくなりますので、ご
注意ください。
問い合わせ先
軽自動車検査協会（蕁087-870-6676）

産業別最低賃金の
改定について

香川県内のすべての事業場に適用され
る「香川県最低賃金」は、平成16年10
月1日から時間額620円に改定されたと
ころですが、特定の産業について定めら
れている「産業別最低賃金」について、
今年度は次のとおり改定され、12月15
日から発効することになります。
産業別最低賃金
①一般機械器具製造業…761円
②電気機械器具、情報通信機械器具、電
子部品・デバイス製造業（※その他の
電気機械器具製造業を除く）…713円

③船舶製造・修理業、舶用機関製造業
…766円

問い合わせ先
香川労働局労働基準部

（蕁087－831－7283）

施 設 名  休館日 開館日 

12／28貂 
 

12／30貅 

12／31貊 
 

平常どおり 
開館します 

年末年始も 
無休となります 

二十四の瞳映画村 

岬の分教場 

オリーブ公園 

サン・オリーブ 

オートビレッジ 
ＹＯＳＨＩＤＡ 

オリベックス・ 
テニスコート 

〜
 

〜
 

12

妊婦服・搾乳器など、リサイクルできました。ご協力ありがとうございました。 

リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008）  
 

・冷蔵庫（ワンドア）     
・ファンヒーターガード      
・双子乗りベビーカー      

（10・11月受付分） 

【譲ります】  
無償 
無償 
無償 
 

無償 
無償 
無償 
無償 
 
 

【求めます】 

・ベビーカー      
・チャイルドシート（新生児～）   
・男児子ども服（90ｃｍ～110cm） 
・男児くつ（13ｃｍ～15cm） 

講　　演 

講　　演 



小豆島准看護学院生徒募集
募集人員：定員15名
修業年限：2年
受験資格
①高等学校以上卒業者（卒業見込みを含む）
②中学校卒業者（卒業見込みを含む）
試 験 日：平成17年１月16日豸
試験場所
小豆島准看護学院（内海病院北隣３階建物）
試験科目：国語・数学・面接
受 験 料：10,000円
願書受付期間：平成17年1月6日～13日
入学後の奨学金（月額）
高卒者　72,000円
中卒者　63,000円
問い合わせ先
小豆島准看護学院（蕁82－0498）

自衛官募集（3･4月採用）

問い合わせ先
自衛隊土庄分駐所（蕁62－7000）

子ども女性相談センターの
女性電話相談

香川県子ども女性センターでは、「家庭
内の不和」や「結婚・離婚などで悩んで
いる」などの相談事をお聞きする電話相
談室を設けています。秘密は守られます
ので、一人で悩まずお気軽にご相談くだ
さい。
受付時間および電話番号
月～土曜日9：00～21：00（日曜･祝祭
日・年末年始は休み）
女性電話相談（蕁087－835－3211）

13 ■今月の納税　固定資産税･国保税･介護保険料第4期分　納期限は12月28日（火）です。

内海町職員募集

募集人員
①助産師 ５名程度
②看護師 ６名程度
③薬剤師 １名程度
④看護助手　　 １名程度
⑤介護福祉士 １名程度
⑥臨時准看護師　　　　 １名程度
⑦臨時調理員 １名程度
※②は内海病院または介護老人保健施設う
ちのみに勤務、①③④⑦は内海病院、⑤
⑥は介護老人保健施設うちのみに勤務

応募資格
①昭和34年4月2日以降に生まれた方で
助産師免許取得者または平成17年に実
施される資格試験に合格する見込みの方
②昭和34年4月2日以降に生まれた方で
看護師免許取得者または平成17年に実
施される資格試験に合格する見込みの方
③昭和44年4月2日以降に生まれた方で
薬剤師免許取得者または平成17年に実
施される資格試験に合格する見込みの方
④⑤昭和44年4月2日以降に生まれた方
で介護福祉士資格取得者または平成17
年に実施される資格試験に合格する見込
みの方
⑥昭和44年4月2日以降に生まれた方
で准看護師免許取得者または平成17
年に実施される資格試験に合格する見
込みの方
⑦昭和44年4月2日から昭和60年4月
1日までに生まれた方で調理師免許取
得者または平成17年に実施される資
格試験に合格する見込みの方
募集期限：平成17年1月14日貊
応募用紙の請求・問い合わせ先
総務企画課（蕁82－7001）
内 海 病 院（蕁82－2121）
介護老人保健施設うちのみ（蕁82－7031）
※なお、応募する職種の勤務内容などにつ
いては、内海病院または介護老人保健施
設うちのみへお問い合わせください。

心配ごと相談所の開設

内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気
軽にご相談ください。
日　時：12月14日貂13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館

行政相談所の開設

内海町では、毎月１回、行政相談所を
開設しています。お気軽にご相談くださ
い。
日　時：12月15日貉10：00～15：00
場　所：内海町福祉会館

拉致問題について考える会

拉致問題を考える小豆島の会では、
『拉致被害者を救う会』から横田滋さ
ん・早紀江さんご夫妻をお招きして、次
のとおり講演会を開催します。
日　時
平成17年1月8日貍 18時30分開場
場　所：香川県農協内海支店2階
入場料：無料

※ただし、入場整理券が必要
問い合わせ先
小豆島うちのみ商工会（蕁82－1011）
※なお、諸事情により講演者が変わる場
合がありますので、ご了承ください。

アルコール家族教室

一旦アルコール依存症になってしまう
と、回復するためには依存症者だけでな
く、関わる周囲の人々も多くのエネルギ
ーを必要とします。小豆総合事務所では、
これらで悩んでいる方々のための教室を
次のとおり開催しますので、お気軽にご
参加ください。
日　時：12月13日豺 14：20～16：20 
場　所：小豆総合事務所北館１階会議室
対象者
身近な方の酒害に悩んでいる方、またそ
のご家族
内　容
「アルコール依存症者の回復と家族」
さぬき市民病院臨床心理士　

後藤見知子先生
「家族のできること、できないこと」につ
いての話し合い
申込および問い合わせ先
12月10日 貊 までに小豆総合事務所
（蕁62－1373）へお申し込みください。

12月　DECEMBER
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＜第７回協議会日程＞ 

日　時　12月22日貉 14：00～ 
場　所　内海町オリーブ記念館 
※どなたでも傍聴できますので、お気
軽にお越しください。 
 

内海町・池田町合併協議会 

交通事故・火災・救急件数 
（町内10月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負 傷 者  

死 亡 者  

火 災  

救 急  

7 

7 

0 

0 

49

51 

58 

0 

6 

399

70 

83 

0 

5 

390
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藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
村
上
和
子
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
あ
っ
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
琴

美
で
す
」
。
懐
か
し
い
従
妹
の

声
に
今
回
の
寄
稿
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で

あ
る
。

人
生
六
十
功
無
き
を
愧は

づ
島

を
出
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
40

年
近
く
、
３
人
の
子
ど
も
も

夫
々
結
婚
し
、
２
人
ず
つ
の
子

ど
も
を
授
か
り
、
６
人
の
孫
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
る
毎
日
で

あ
る
。

今
思
え
ば
、
小
豆
島
高
校
で

の
演
劇
部
、
楽
し
い
夏
休
み
に

島
の
あ
ち
こ
ち
で
の
合
宿
、
演

劇
の
練
習
も
そ
こ
そ
こ
に
青
春

を
謳
歌
し
た
も
の
で
あ
る
。

神
仏
の
ご
加
護
を
い
た
だ

き
、
毎
日
多
忙
極
ま
り
な
く
東

方
西
方
走
り
回
っ
て
い
る
。
公

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
停
保
護

司
）
、
地
元
の
婦
人
会
、
ま
た

国
際
交
流
で
海
外
の
学
生
を
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
預
っ
て
、
英
、

韓
、
中
国
語
を
学
ぶ
な
ど
、
充

実
し
た
日
々
を
夫
と
二
人
で
支

え
合
い
な
が
ら
、
男
女
共
同
参

画
に
勤
し
ん
で
い
る
。

先
日
も
久
し
ぶ
り
に
島
を
訪

ね
た
折
、
昔
他
県
の
人
が
「
ボ

ー
ル
投
げ
を
す
る
ボ
ー
ル
が
海

の
外
に
出
て
し
ま
う
の
で

は
？
」
と
の
問
い
に
、
「
一
日

で
巡
る
の
は
難
し
い
ん
で
す

よ
」
と
主
張
し
た
の
を
憶
え
て

い
る
。

毎
日
の
よ
う
に
片
道
30
キ
ロ

位
走
っ
て
い
る
今
、
土
庄
港
に

着
き
内
海
町
ま
で
13
キ
ロ
と
の

案
内
に
「
こ
ん
な
に
近
い
小
さ

な
島
だ
っ
た
の
か
」
と
、
い
と

お
し
く
な
っ
た
。
車
を
走
ら
せ

「
弟
の
結
婚
式
は
こ
こ
で
」
な

ど
、
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
駆
け
巡
っ
た
。
あ
の
こ
ろ
、

両
親
も
嬉
し
そ
う
に
元
気
だ
っ

た
が
、
二
人
と
も
遠
く
霊
界
へ
、

今
は
姉
弟
の
み
で
あ
る
。

オ
リ
ー
ブ
や
二
十
四
の
瞳
、

台
風
被
害
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を

耳
に
目
に
す
る
度
、
い
つ
も
思

い
は
我
が
ふ
る
里
小
豆
島
で
あ

る
。
親
せ
き
、
知
り
合
い
、
島

の
皆
様
の
無
事
を
祈
ら
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
島
出
身
の
一
人
で

あ
る
。

ま
た
、
い
つ
何
時
、
何
か
あ

る
度
に
、
色
鮮
や
か
に
よ
み
が

え
り
、輊
我
が
ふ
る
里
小
豆
島
よ
、

永
遠
に
あ
れ
輅
と
、
心
か
ら
応

援
さ
せ
て
い
た
だ
く
者
で
あ

る
。
こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
達
者
な
ん
な 

（221） 

輊
我
が
ふ
る
里
よ
、永
遠
に
あ
れ
軫 

（
旧
姓
　
山
崎
・
草
壁
本
町
出
身
・
63
歳
） 

 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

荒

瀬

左
知
子

 お
達
者
な
ん
な 

（175） 

シドニーでの国際交流ボランティアの会に参加して 
（左から2番目が荒瀬さん） 

シドニーでの国際交流ボランティアの会に参加して 
（左から2番目が荒瀬さん） 

まちの人口／12,058（＋12） 男 5,686（＋4） 女 6,372（＋8） 世帯数4,859（＋12） 
【11月1日現在（　）は前月比】 

 


